
２．整備事業
Ⅰ　産地競争力の強化を目的とする取組用

（愛媛県　平成26年度）
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00
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2013/5/22

　事業実施により、
等階級格差が是正さ
れ、市場価値が向上
するとともに、加工
等級品が受入れ可能
となり、庭先選別の
省力化につながって
いる。
　しかし、目標年度
は７，８月の異常気
象（曇雨天、日射量
の減少）のため、成
果目標は達成できな
かった。
　具体的には、異常
気象に起因する①病
害発生により上位規
格品比率が低下した
こと、また、同様に
②単位面積当たり労
働時間は削減できた
が、花落ちや病害が
激発し、収量が大幅
に減少したため、収
量当たりに換算する
と目標達成に至らな
かった。
　今後は収量増加に
つながる品種の更新
を進めるとともに、
予防防除を徹底し、
成果目標の速やかな
達成に努力する。

　目標年度の異常
な気象条件下で
も、着実に上位規
格品比率を向上さ
せており、また、
同要因等で収量が
減少するなか、単
位収量当たりの労
働時間を削減して
いることから、事
業計画に即した取
り組みはできてい
ると評価してい
る。
　今後は、関係機
関・団体が連携を
密にして、予防防
除等の対応策を着
実に実施するよう
指導していく。
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高品質
品種の
栽培面
積を
５％以
上増加

12.2ha 19.2ha 19.2ha 19.2ha 17.0ha 145.8%

高品質品
種の栽培
面積が
57％増加

－

改植
0.46ha

園地改良
0.78ha

2,134,021 1,064,000 425,000 212,000 433,021 H19.3.30

改植により高品質品
種への転換が推進さ
れ、園内道整備によ
り労働の省力化が図
れた。

　成果目標とした
高品質品種への転
換については、全
ての実施主体で目
標を大きく上回る
達成率となった。
　これは、老木園
の若返りや不良系
統等の品種更新の
必要性が対象地区
で意識付けされた
ものであり、本事
業の波及効果とし
て高く評価でき
る。
　今後も、生産者
と関係機関・団体
が連携しながら、
農家所得の向上に
繋げるための品種
更新等について推
進していく。

農
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園
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積を
５％以
上増加

3.1ha 8.7ha 8.7ha 8.7ha 6.5ha 164.7%

高品質品
種の栽培
面積が
180％増
加

－
改植

1.01ha
2,630,285 1,291,000 516,000 258,000 565,285 H19.3.30

改植により高品質品
種への転換が推進さ
れた。

　成果目標とした
高品質品種への転
換については、全
ての実施主体で目
標を大きく上回る
達成率となった。
　これは、老木園
の若返りや不良系
統等の品種更新の
必要性が対象地区
で意識付けされた
ものであり、本事
業の波及効果とし
て高く評価でき
る。
　今後も、生産者
と関係機関・団体
が連携しながら、
農家所得の向上に
繋げるための品種
更新等について推
進していく。
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高品質
品種の
栽培面
積を
５％以
上増加

2.1ha 4.4ha 4.4ha 4.4ha 2.7ha 383.3%

高品質品
種の栽培
面積が
109％増
加

－

改植
0.19ha

園地改良
1.68ha

1,882,447 940,000 376,000 187,000 379,447 H19.3.30

改植により高品質品
種への転換が推進さ
れ、園内道整備によ
り労働の省力化が図
れた。

　成果目標とした
高品質品種への転
換については、全
ての実施主体で目
標を大きく上回る
達成率となった。
　これは、老木園
の若返りや不良系
統等の品種更新の
必要性が対象地区
で意識付けされた
ものであり、本事
業の波及効果とし
て高く評価でき
る。
　今後も、生産者
と関係機関・団体
が連携しながら、
農家所得の向上に
繋げるための品種
更新等について推
進していく。
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率
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　本県実施事業の成果目標は概ね達成できており、各地区の産地競争力の強化を図ることができた。
　久万高原町のトマト選果選別システムの整備については、H26年度の異常気象や病害の影響により達成に至らなかったものの、事業実施以降着実に目標に近づいて
いることから、今後も、予防防除等の対応策の徹底等により目標達成が図られるよう、事業実施主体に対して指導を行っていく。
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